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回 [か ぐ や | が と ら え た 、 暗 黒 の 南極 付近 の 
つの N クレ ー タ ー の 彼方 に 対照 的 な 美 し さ で 沈ん 


で いく 地球 の 姿 を 、 ほ か な ら ぬ その 地球 に 

住ん で いる 私 た ち が 38 万 km 隔て て 見 つめ て 

いる の だ と 想像 し た だ け で 、 身 の 雲 え る よう な 感動 を 覚 
えま す 。 | 地球 の 入り | を この よう に ハイ ビジ ョ ン で 見 る 
の は 、 も ちろ ん 人 類 史 上 初め て の こと で す 。 地 球 の 美 し 
い 姿 を 、 見 開き の 誌面 いっ ぱい で こ 堪 能 く だ さい 。 表 紙 
こ は 、8 月 に 就任 し た ば か り の 白木 邦明 理事 の 登場 で す 。 
8 始ま る 「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 の 打ち 上 げ を 前 
、 そ の 心境 を 語っ て も らい まし た 。 そ の 「 き ぼ ぽう] の 船 


INTRODUCTION 


内 保管 室 を 運ぶ 土井 隆雄 宇宙 飛 
行 士 に は 、 国 立 天文 台 の 渡部 潤 
一 准 教 授 と 対談 を お 願い し まし 
た 。 実 は この ふた り 、[| 天 文 ] 
と いう 共通 項 で 固く つなが る 同 
志 で も あり ます 。 夢 の 広がる 話 
を お 楽し みく だ さい 。 さ て 、 当 
初 の 予想 を は る か に 上 回 る 10 年 
と いう 長期 の 運用 を 続け る 吉 帯 
降雨 観測 衛星 TRMM に は 、 そ の 
稚 測 を 引き 継ぐ 新た な プロ ジ 
ェクト が 控え て いま す 。 国際 
協力 で 実現 を めざす 全球 降水 観 
測 計 画 [GPM」 に つい て 、 小 嶋 
正弘 プロ マネ に 話 を 聞き まし 
た 。 い よい よ 来 年 は 、 日 本 の 実 
験 棟 が 宇宙 へ と 旅立ち ます 。 
[か ぐ や ]」 の 運用 も 本 格 化 し 、 さ 
ら な る 成果 を 皆さん に お 届け で 
きる と と ど と 思い ます 。 それ で は 、 
また 来年 お 会 いし まし ょ う 。 
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況 ろ 全 多 で " ズ 丁 8 詩 常 @ 王 乱 お 
り 葉 の 和 3 多 で じ つ 46n 地 地 
( 選 ント JJ し 着 共 完 紅 会 0 ウス て へ AS 
も jp” 8 ン と 8 台 べ 色 天 麹 占 叉 同 つ 
いじ 中 っ y 半 叶い 全 8 選 
ろう 明る 所 た じ %0% つ S? 
| SS で しゃ E0 ろ 福 二 の 稼 
組 り に た S9 地 坦 7 生 る 負 で 諾 で 
レポ か 宮寺” ( 舞 窒 へ 共 く や) 


ロシア に 行け ば 世界 の 
宇宙 飛行 士 に 会 える 


宇宙 飛行 士 の 訓練 は NASA が 一 手 に 
担っ て いる よう な 印象 が あり ます が 、 現 
在 で は ロシア も 大 き を な 役 割 を 担っ て いま 
す 。 ア メリ カ の ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー 
は と て も 広く 訓練 施設 が 分 散 し て いる た 
め 、 多 く の 宇 宙 飛 行 士 が 1 か 所 に 集う こ 
と は まれ で す が 、 ロ シア の ガガーリン 宇 
宙 飛 行 土 訓練 セン ター は 訓練 施設 が 1 か 
所 に まとまっ て お り 、 訓 練 の 合間 に 宇宙 
飛行 士 が 自習 な ど を する た め の 部 屋 も 1 
か 所 に ある た め 、 各 国 の 宇宙 飛行 士 が 顔 
を そろ える 機会 も る 多い の で す 。 

ロシア で の 訓練 で は 、 ロ シア の 国際 宇 
宙 ス テー ショ ン モ ジュ ー ル (三国 際 宇 宙 
ステ ーション へ の 電力 供給 及び 生活 ・ 運 
動 環境 を 提供 する 部 分 ) の 熱 制 御 系 や 電 

系 な どの 原理 や 操作 方 法 を 、 座 学 と 実 
機 同様 の トレ ー ニ ング 設備 で 学び ます 。 
また 、 ロ シア の 宇宙 機 「 ソ ユー ズ ] で 国 
際 宇 宙 ス テー ショ ン へ 行く 飛行 士 に 対し 
て は ソユーズ の 操作 方 法 に つい て の 訓練 
を ソユーズ ・ シ ミュ レー ター で 学び ます 。 
さら に 、 ロシア は アメ リカ 同様 、 | オー ラ 
ン ] と いう 宇宙 服 を 有 し て お り 、 こ の 宇 
宙 服 に よる 船 外 活動 の 訓練 も 実施 し ます 。 

た だ し 、 上 緊急 帰還 を 想定 し た 冬期 陸上 


オー ラン 宇宙 服 の 背中 か ら 出 入り する 
古川 宇宙 飛行 士 ( 左 ) と 宇宙 服 を 着用 し た 
山崎 宇宙 飛行 士 ( 右 ) (2004 年 ) 


レン 


有人 宇宙 技術 部 の 
山 方 開発 貞 


ーー」== ト シー ゞ さ 

宇宙 飛行 士 は どう し て ロシア で 

訓練 する の ? 国際 宇宙 ステ ーション に 滞在 する 宇宙 飛行 士 た ち は 、 
ロ ロシア で も 数 々 の 訓練 を 受け て いま す 。 


今回 は 、 ロ シア で の 宇宙 飛行 士 訓 練 に つい て ご 紹介 し ます 
前 回 と 同じ く 筑 波 宇宙 セン ター で 宇宙 飛行 士 の 訓練 に 当たる 
有人 宇宙 技術 部 の 山 方 健 士 さん に 話 を 聞き まし た 。 


サバ イ バ ル 訓練 や 夏期 水上 サバ イ バ ル 訓 
練 は 、 ガ ガー リン 宇宙 飛行 士 訓 練 セ ンタ 
ー の 中 で は で き な い た め 、 セ ンタ ー 外 の 
訓練 エリ ア で 訓練 を 行い ます 。 こ れ ら の 
訓練 は 名 前 が ボボ す よ うに 、 冬 期 陵 上 の 訓 
練 は 冬 の 雪が 積もっ て いる 期間 に 、 夏 期 
に つい て は 水上 の た め 、 黒 海 に ソユーズ 
を 浮か べ て 実施 し ます 。 


ソユーズ 宇宙 船 で の 

席順 は 2 

国際 宇宙 ステ ーション に は 、 ロ シア の 
ソユーズ 宇宙 船 が 緊急 帰 本 用 の 救命 ボー 
ト と し て 常備 され て いま す 。 ま た 、 ソ ユ 
ー ス 宇宙 毅 で 国際 宇宙 ステ ーション に 行 
く 場合 も あり ます 。 し た が っ て ソユーズ 
宇宙 船 の フラ イト ・ エ ンジ ニア と し て の 
訓練 も 重要 項目 で す 。 現 在 、 若 田 光 一 、 
野口 聡一 、 古川 聡 、 星 出 彰彦 、 山 崎 直 子 
の 各 宇 宙 飛 行 士 が フラ イト ・ エ ンジ ニア 
の 訓練 を 修了 し て いま す 。 


ソユーズ 宇宙 船 の 地上 設置 シミ ュ レ ー タ (2004 年 ) 


パラ シュ ー ト の 


ちな み に 、 ソ ユー スズ 宇宙 船 の 3 つの 座 訓練 を する 
席 の うち 、 進 行方 向 に 向かっ て 真ん中 が AM 


船長 (コマ ンダ ー)、 左 側が フラ イト ・ 
エン ジニ ア の 席 で す 。 ソ ユー ス 宇 宙 船 に 
は 時 々 、 大 富 寒 の 「 ゲ スト 」 が 搭乗 し て 
国際 字 宙 ステ ーション を 訪れ ます が 、 こ 
うし た ゲス ト は 右側 の 席 に 座る こと に な 
っ て いま す 。 


海上 で 発 炎 筒 を 使用 し た 訓練 を 
行う 星 出 宇宙 飛行 士 (1999 年 ) 
( 山 方 さん 以外 の 画像 提供 ・ ガ ガー リン 宇宙 飛行 士 訓 練 セ ンター) 


月 の 南極 付近 か ら 望 む 地球 。 1 1 月 13 日 に 「 地 球 の 入り ](Earth-set) と し て 公開 され た も の (発表 時 と は 天地 送 で 掲載 )。 @JAXA/NHK 1O 


「 か ぐ や 」 が 初め て と ら え た 月 面 の 映像 
(モニ ター カメ ラ 画 像 ) 
右 下 暗部 が 「 嵐 の 大 洋 ] の 西 緑 。 
撮影 日 時 は 10 月 5 日 14 時 50 分 頃 、 
月 か ら の 距離 は 約 1500km 


10 月 9 日 、 リ レー 衛星 「 お き な ] を 分 離 


9 月 14 日 午前 10 時 31 分 01 秒 
H-IA ロ ケッ ト 13 号 機 で 打ち 上 げ 。 


約 45 分 34 秒 後 「 か ぐ や ] 分 離 
| 
f 
す 
| へ T 
"1 っ 
4 FN 2 やこ (だ に さい 
/ 右上 が 日 照 日 除 の 境界 で 
= 北緯 80 度 近辺 、 北極 点 は 暗く て 見 えて いな い 。 @⑥JAXA/NHK 
6 ヘン 1 撮影 日 時 は 10 月 5 日 15 時 10 分 頃 、 
* 月 か ら の 距離 は 約 800km 9 月 29 日 に 約 11 万 km の 距離 か ら 
10 月 12 日 、VRAD 衛 星 「 お うな ] 分 離 ハイ ビジ ョ ンカ メラ で 地球 を 撮像 。 


か ぐ や 
つい に 月 へ 到達 


9 月 14 日 に 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 げ ら れ た 
月 周回 衛星 「 か ぐ や 」 は 、10 月 4 日 に 所 定 の 軌道 に 到達 
その 後 、 子 衛星 2 機 を 分 離し 、10 月 18 日 に 高度 100km で 月 を 周回 する 観測 軌道 に 入っ た 。 
現在 、 観 測 機器 を 常に 月 面 に 向け る 定常 制御 モー ド に 移行 し て 、 
2 約 2 時 間 で 月 を 周回 し 、 バ ス 機 器 、 観 測 機器 の 初期 チェ ッ ク ア ウト を 行っ て いる 。 

2 そし て 、12 月 中 旬 頃 か ら 定 常 観測 を 開始 する 予定 だ 。 

9 ここ で は 地球 か ら 月 まで の 「 か ぐ や 」 の 道のり を 振り 返り 、 
NN 発表 され た 画像 を も と に 「 か ぐ や | が 見 た 月 の 姿 を まとめ て みた 。 


堪 3③ つ ご 送 活 弄 の 叶 回 亜人 
吉 吾 汰 い 送 画 」 5 ら 計 
ぶす 避 呈 送 次 | る る さき] 
座 い 上 鞭 避 詳 穫 証 加 玉 の 


高 忌 押 層 スー ロ N で きく コニー 


地形 カメ ラ の 初 画像 と 、 
| そこ か ら 3D 化 し た も の 
| (11 月 3 日 観測 、 16 日 ・28 日 発表 ) 


11 月 6 日 、 月 の 裏側 の 

「 か ぐ や 」 重力 場 の 直接 観測 に 成功 。 

主 衛星 リレー 衛星 「 お き な 」 を 手鏡 の よう に 使っ て 

電波 を 中 継 し 、 月 の 裏側 に 隠れ た 「 か ぐ や | の 
軌道 の わずか な 変動 を と ら え た 。 


ラー 


京 宮 環 くい 尺 ” 鐵 忠 G 挨 中 淫 
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リリ ローK 矢 で ト 包 末 紀 て 選 選 
-Poos4 

to【</2 ベ 【ー ル ニャー バー か リド ヾ や に 、 
S 2 で AT へ ( 品 ロ ロ ど ) 畠 央 
[6 も 由 中 旬 加 図 豆 帳 で 


16 日 発表 ) 


よる 月 面 の 疑似 カ 


JAXA7NHK 


画像 と 比 演算 画像 。 鉱 物 の 種類 と 分 布 に つい て の 
手がかり を 与え て くれ る (11 月 3 日 観測 、 


マル チバ ンド イメ ー ジ ャ !( 


プラ ズ マ 観測 装置 (UPI) 展開 な ど を 行う 


10 月 28 日 一 31 日 
磁場 を 観測 する 月 磁場 観測 装置 (IMAG) の マス ト 伸 展 、 
地下 構造 を 観測 する 月 レー ダサ ウン ダー(LRS) の アン テ ナ 伸 展 、 


よる 月 面 画像 


ハイ ビジ ョ ンカ メラ ( 


ハイ ビジ ョ ンカ メラ (広角 ) に よる 


[地球 の 出 」 画像 (11 月 7 日 撮影 、11 月 1 日 発表 ) 


.| (10 月 31 日 撮影 、11 月 7 日 発表 ) 
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@JAXA/NHK 


よる 「 地 球 の 入り 」 の 様子 (11 月 7 日 撮影 、 11 月 1 日 発表 ) 
平 


ぐ や | や アポ ロ 有 人 宇 


和 軍船 な ど 月 を 周回 する 衛星 か ら 見 た 場合 だ け な の で す 。 


は いつ も 


た 画像 に つい て 
ら 見 る と 地球 
だ り は し ませ ん 。 月 の 地 


か ぐ や の 軌道 *。 
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向け て いる の で 、 月 面 か 
ほぼ 龍 止 し て 見 え 、 昇っ た り 沈 ん 


「 地 球 の 出 」「 地 球 の 入り 」 と し て 発表 され 
線 か ら 昇る 沈む 地 球 を 見 る こと が で きる の は 、 | か 


ハイ ビジ ョ ンカ メラ (望遠 ) ( 
月 は いつ も 同じ 面 を 地球 


空 の 同じ 位置 
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密 つ つい 9 る 心 誌 国生" 

ーー | | 屋 党 避 税 ペー ネス 87 4) で 
^6 い 8 や へ ホー ぐも か 会? 

で 宮 | | 室 党 導 共 ペ ー ネ せ 〇 吊 受 
SG 芋 し 芋 人 須 詩 宮 需 移 お つつ 
か の 員 受 選 営 埋 S 必 光 須 )@ 
ょ JAJS 思 品 りり つく が 公 守谷 り 
< いし 妥 G 店 朗 26 全 完 選 押 で び シ 
36 可視 K ロ ー ミ SG や 心 
革 赴 細 ろ 了 用 公選 % 本 全 " 地 業 
店 是 し や つう つっ 半 ke 聖 る 棚 と 7 
四 ぐ 思 の の 選 妥 会 仙 ン どじ 約 
"nm ろ で お 貢 ろ 医 錠 秀 交 回 有 
*h@ り 67 守 枯 ぐ 短 角 *9 本 人 S@ 光 
諸 全 S 選 8” 1 相愛 有 補 ペー ネ 
3 層 巡 J 凡 折 GQOG 避 共 ペ ー 和 へ 
公 避 毅 窒 レス 本" 層間 


21 


ヘー 語る 肥 め 共生 避 太る 鈴 角 
し 宮 村 じ %96 生 倒 G 1 羽 し 突 
っ 攻 倒 半 Ne3 り 租 愛 会 愛 所 つ し つ 》% 
っ ウ 紳 G 部 必 8 証 640 突 
外 6 地 てき くめ GS ぐ 荘 三 突 る 
恨 % し 寺家 %W 選 本 " 8QO 
GS 皿 愛 緒 じ 宮 完 mp*@ ょ kJ うり 全 0 か @ 
GS や G 編 喜 計 胃 半 巡 用 紹 家 
や So 下 了 倒 蓄 選 6 和 か" JG 下 器 
思 心 の 吉 加 國 和 態 ぐ 器 村人 トー ペ 
全員 寂 提 HsSG 避 服 め 志 人 *GkJ 
3J 全 多 08 本 7 J 人 1 | 屋 党 用 江 
ュー%G 末 % 加 症 中 し 


必 居 中 刻 是 也 G 
芯 草 で 2J レ 
陣 記 臣 ぐ や 帆 握 


ーー の 串 己 G 和 一 20G46 い 8 
ょ JJ 記 下 し %oneG し つる 心 会 
そ 蜜 \JG 計 財 6^ 岬 臣 く ぐ 由 
振 め K% 雇 m 品 の つく 本" 束 
半 豆 りり 8 了 居 中 疑 明 陣 @ 豆 - ゴ 夫 
)@ ろ 334U 属 巡 共 各 中 忘 明 豚 ぐ 
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閣 避 G 範 恒 S2JG GS 邊 し ト 公 トト 記 呈 愛 り 掃 9 遇 る 移 定例 や ン 
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プロ ト タ イ プシ ステ ム の 開発 
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如 ] の 富 28 記 くろ J6 本 
弄 ぐ 生 家 り い 況 会 ko 求 更 
且 結 補 *97 架 ぐ 1 1 区 泉 
攻 層 杏 圏 「 邊 そ へ を 心 ) 
[mo ツン]G 著 計 じ い 会 旬 
G 宋 / 地 地 放 部 記 似 性 芽 @ 
突 年 甘 款 中 宝 胡 演 中 
2 に SW で が と くに Ss こ rE ミ 4 
し 曽 か *e] つ 会 計 会 り 
也 居 交 | 収 性 装 貞 的 や) 
玉音 東 し 人 約 選 / 「 鵜 塞 p 語 
味 し か | の 妥 雪 8yY 

悪 守 婦 補 紅 りお G3 
4 全土 ぐつ い 86G 芋 凍り 
3 ぐ Si@ | 宙 察 国谷 衣 ]1 人 7 Np 
っ D 朋 人 き 御 一 G 填 坦 臣 
会 いつ やや 賠 失 羽 隊 線 @ 薄 
型 し 二 Q で ビス 5@ よ JJS 千 
%0 記 人 お GS37 性 S 婦 楽 


過 仔 牙 御 朗 似 医 蝶 末 HX ミ ヤー 四 選 鑑 謀 似 隊 


K コ 拉 - 


に SI こく ES 
必 紅 六 填 G そ コ 突 1 | 避 更 
G 吉 忘 宿 (※) 人 " 

ヨコ 選 マ の マ G 総 y@ 
只 壁 MR 経 球 | そ へ 和 を 中 | 
7 [人 S 生 全 1S 堤 富 称 記 訪 
マズ 婦 で GT 生 0 ン ] 6 
避 克 時 迷 " 中 尿 班 宗 
OECDISMSNESE 33| 
し QG の 時 に 下す 光生 
TejuSN 較 に 0 を PS に 4 
語 ysHKJsxet JA) 提 し お " 


4Q り [0 ン | とめ 光 時 
GS の 忠信 中 選 臣 会 生 " 宮 
m 刺 定信 扱 昧 民 苦 避 悪 
娠 pt" や つ し WS 叶 G 摘 
で 固 肖 4 自 じ 況 で お 人 X 
さき 和 さ へ し SAQG 邊 一 入 
SR 妄 つ " 窟 会 評 記 言い 
合 " 
[コン レロ 性 も 並 写 
公民 況 会 の お G も し " 政 翌 
S 各 条 り 柏 くじ 会 忌 ペ ーー 
こ へ ロロ へ 人 条 一 和民 記 つ 7 


県 史 玄 G 堆 NG 眉 明 全 琵 選 
58 本 いつ 人 お し yp 泊 拉 
っ つ _ecuJH ウ スス AS 鐘 本] 
知 和 公選 雪 ^ GS 障 沿 <5 
菅 し いり JG 家 馬 り 曲 で KNJJ 
5 計 全 の お ? 生計 し 叶 人 Q で 
尺 提 明 倒 現 維 光 じ 下 コ 
Gy 敢 選 Neo 人 8 で 
ET 

鹿 貞 つ レス ろ ン 鏡 繋 半 仙 薄 
ぐ く = ぐ 自 QP^ で 技 会 品 
時 ぐ 心 ぬり 求 交 ン 妃 押 公 
根 *)G 塞 向 倒 く 全 寺 つる J 
癌 つつ 所 めじろ xy( 図 )* 
で 3264 ト 6Y0 り 議 還 日 集 き 先 
ーG 考 地 堅 会 詩 全 所 0 で ビレ 


| 倒 記 補 O 


っ 9 環 玲 3aJAQS8” 密会 
に ここ こさ EN/ SN 人 - 
[kJS8 生 必 人) 連 SO 
移 お 268 ろ 表 % 誠 融 
JO つつ 46 で 0 お 83 員 る や 
G 固 肖 著 や 将軍 球 
で か" 玉 躍 い し 革 案 ら 
Rs 譲 つ お で お も 生 」 
親 計 IG 繧 世 加 攻 喜 人 9 セ 
] 並 症 壮 王 雷 生 *Q の G 
StJG 章 R は いろ し 6 うり 
宗 編 六 半 押 団 ぐ 旋 親 避 弧 
INaturel り 誤 査 - な 人 ン 6 
静 還 so で 己 束 ざ ロ 線 ! に ぐ 
編 芽 も 絢 棋 9 玉 " 避 記 
し いい マ 区 マコ 選 マ の マズ 室 ト 
さく K ユ ニーK ベ 所 つ 7 の iT ト 
し め 末 % ン 補 紅 9 で hG” 民 
結 つ つい し 陸 環 で しく お 地 
志 楽 たき 守 一 6 号 鵜 代 
か 司 " 宮 家 人 ト 一 和 倒 荘 
きく | 皇 交 2 流 1S 笑 弟 伏 
い 87 NPG 快晴 薄 *9 | 居り 
尉 人 Ke 寺 忘 鶴 局 し 約 で お" 
Si@ 和 介 選 で レロ 尾 べ 皿 
ぐ ヘ ヽ ー ダ 人 S 細 - り 計 び お 窟 三 
地 十 G 革 写 下 婁 編 jp” 地 恒 
泉 G 吉 計り こび PS 押 欄 
色 吉 人 SS おり 3J 介 幼 
近 らい くり へ s@? 人 回 G 弥 
中 jp ペー ジミ 尊 吉 G 隔 編 
尉 恒 部 措 ヘー ュ 細 op 
ANJ き りう 箇 宜 本 SG 会 
つつ SS ろう) コ 3fiym" 


4 arcmin 


よる 観測 画像 


位置 する 超新星 残骸 TRXJ1713-3946」 の 
[チャンドラ]! 


さそ り 座 ( 


| つの OK 
^ ふ 玉 さ さも G 机 幼く 一 中 
マー ンジ 必 ろり 6 字 で し pxQ 
Ah 会 の つ 忌 名和 負 で 民 」) 
恥 心 ご の に で 時 寺 必 祥 ぐ 
2 立 G 屋 Q 革 り 守 7 拝 囚 史 
骨 償 や *@ 度 時 ト ホール 公 / 8 


6 人 ANyO で 環 人 SS ソレ 
saen? 

( 四 契 ・ ヽ 村 NNR 党 ) 

ゼ 革 炉 守 


や は り 国 際 会 議 ! 


※IJG+JNOG 応 表記 JSC 丸 民 
壮 せ ー の の 上 軒 り 蝶 褒 つ 無 央 
(の ー の の 〇 )G 具 庶 し ” 四 べ 
| 箇 G 喘 提 つじ し ゃ Q で he 区 臣 
恨 層 会 画 つ 玉 「 恒 距 遍 | ロ や p 緒 つ 
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丘 取 材 に 答え 、 ス ブート 
が 掲載 され る と いう [| 
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アテ ネ で ー 
ミウ フラ 折り を 展示 


世界 天文 年 2009 に 向け て 始動 


この 世界 天文 年 を 飾る 天文 ショ ー と いえ ば 、 北 半球 
の 多く の 地域 で 夏休み 期間 中 と な る 2009 年 7 月 22 日 
に 日 本 、 中 国 、 イ ンド な ど で 見 られ る 皆既 日 食 で し ょ 
う 。 皆既 の 継続 時 間 も 場所 に よっ て は 6 分 を 超え 、 今 
世紀 最長 と な る と の こと で 、 日 食 の 中 継 へ の 期待 も 寄 
せら れ ま し た 。 ミニ 

た だ 、 観 測 条件 の よい 吐喝 刑 列島 は 離島 の た め 受 け 
入れ 可能 人 数 が きわ め て 少な く 、 通 信 イ ン フ ラ も 整っ 
て いな いよ う で 、 今 年 度 冬 期 打 ち 上 げ 予 定 の 高速 イ 
ンタ ーネット 衛星 「 き ず な 」 を 使っ た 中 継 な ど が で き 
れ ば いい な と 思っ て いま す 。 

また 、 皆 既 帯 に は 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー の 射場 周辺 
(竹崎 は OK だ が 吉信 は NG と いう 微妙 な ライ ン ) も ぎ 
り ぎ り 含 まれ ます 。 ロ ケッ ト の 打ち 上 げ 準 備 な ど が あ 
れ ば 射場 で の 日 食 見 学 は 難し いか も し れ ま せん が 、 
「 ひ の で ] 関係 者 に よる 太陽 に 関す る 講演 会 を 日 食 の 
前 日 ぐ で らい に 設定 で きれ ば 、 夏 期 の 打ち 上 げ と 合わ せ 
て 南種子 は 例年 に も 増し て 暑い 夏 に な り そ う で す 。 静 
止 衛星 を 使っ て 日 食 中 の 地球 の 画像 を 撮る の も 面白 い 
の で は な いか と 思っ て いま す 。 


開か れ た 会 場 


“Communicating Astronomy with the Public 2007" が 
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各国 の 企画 委員 会 は まだ よう や く 活 動 を 開始 し た ば 
か り と いう 感じ で し た が 、 日 本 の 企画 委員 会 か ら 紹介 
し た 安価 な 望遠 鏡 キ ッ ト や ガリ レオ の イメ ー ジ キャ ラ 
クタ ー は 反響 を 呼ん を で いま し た 。 世 界 に 冠たる 日 本 の 
Manga (温和 画 ) 恐る べし で す 。 

また 、 研 究 会 で は JAXA の 広報 活動 を 紹介 する ポス 
ター も 出展 し て きま し た 。 今回 の ポス ター に は ちょ っ 
と 趣向 を 凝ら し 、 宇 宙 の 展開 構造 の 研究 か ら 考案 され 
た 「 ミ ウラ 折り 」 で 折り 畳 め る よう に し まし た 。 ほ か 
の 発表 者 が ポス ター を 筒 か ら 取 り 出し て せっ せ と 貼 る 
中 、 私 は お も むろ に バッ グ か ら 折 り 畳 ん だ ポス ター を 
取り 出し て ボー ド に 貼り ます 。 

この 宇宙 展開 構造 技術 を 応用 し た 「 動 く オ リガ ミポ 
スタ ー」| は 外国 人 に た い へ ん 受け 、 何 名 か の 方 か ら 
「 こ れ ま で 見 て きた 中 で も っ と も 印象 的 ] と お 褒め の 
言葉 を いた だ きま し た 。 縮小 印刷 し て 持っ て いっ た 約 
100 部 も 全部 な く な っ て し まい まし た 。 と は いえ ミウ 
ラ 折 り に は 折る の に ちょ っ と し た コツ が あり ます か ら 、 
控 折 者 も 多い の で は な いか と 少し 心配 し て いる と ころ 
で す 。 


ee eeeor 
EKMIOMMYPIN MO7XOBIT 


会 場 と な っ た プラ ネタ リウ ム に 展示 され て いた 、 
ガガーリン の 地球 周回 成功 を 報じ る (と 思わ れる ) ギ リシア 語 の 新聞 
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証言 "= 


ミウ ラ 折 り の ポス ター を 手 に 
と っ て 眺め る 来場 者 


宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 。 
専門 は 電波 天文 学 、 星 間 物 理学 。 
4 月 に 対外 協力 室 に 着任 し 、 
宇宙 科学 を 中 心 と し た 
広報 普及 活動 を は じ め 、 
ロケ ッ ト 射 場 周辺 漁民 と の 
対話 や 国際 協力 な ど 
「 た い が い の こと 」 に 挑戦 中 
(写真 : [か ぐ や ] 月 周回 軌道 投入 時 
の 記者 会 見 で ) 
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飛行 12 日 目 の 船 外 活動 に よる 大 陽 電 池 パドル の 修理 (NASA 提 供 ) 
要 あ ママ の た ち タ 国 号 ラ 
業 々 き コ 組 *1 エ 1 ラー ] 構 国 
を る ほぼ ほ ロ > 今 2 げ に ロ は ス 毅 ヾ 
う ン 作品 以 無 1 マン ク 5 6 
半 ご スズ 立 回 0 引 無 り シ 密 
上 1 呆 スミ 国 ふ 15 着 州 本 ト 千 ト 要 宇 = 
けり で ニッ っ 除 シ 晶 蘭 の 出 と 局 < フ 
ニ 玉 2 宇 還 / 同一 三 て ュ っ 
| 鞭 褒 シ 宙 うに * ネ の デ S け 未 四 
0 案 ど ころ > や 100 ダ ョ 9A ス 
い 六 職 る 1 翔る 4 衝 8625 
WT で り 定 ーー 
う 合 棟 あ シン え S 日 宙 日 バ マ の 人 
構 部 り ごま 工 の セ リ の | 
距 紀 お 全 し 8 新米 1 ス 1 


第 15 箇 
衛星 設計 
コン テス ド 
設計 大 賞 は 
名 古屋 大 学 の 
南 ほ た る | 


記 
の 大 学院 、 大 学 、 高 専 、 高 
学生 を 対象 に 、 自 由 な 発想 


に よる さま ざま な 宇宙 ミッ ショ 
ン の コン セプト や アイ デア 、 設 
計 構 想 等 を 募集 ・ 審 査 する | 衛 
星 設 計 コ ン テ ス ト 」 の 最終 審査 
が 10 月 28 日 に 行わ れ 、 設 計 の 部 
の 最 優秀 作品 で ある 設計 大 賞 
に 、 名 古屋 大 学 の 「 宇 宙 ほ た る 」 
が 選ば れ ま し た 。 今年 で 15 回 目 
を 迎え た 同 コ ン テ ス ト の 設計 大 
賞 と な っ た この 衛星 は 、 鏡 を 使 
っ て 太陽 光 を 地球 に 向け て 反射 
させ 、 衛 星 を 輝 か せ る こと で 世 
界 中 の 人 々 に 夜空 を 見 上 げ て 楽 
し むず 機会 を 提供 し よう と いう 、 
夢 の あ る ミッ ショ ン で す 。 ま た 
アイ デア 大 賞 に は 、 金 星 大 気 突 
入 時 に 起こ る 空力 加熱 現象 の 解 
明 を めざす 「 金 星 大 気 の 空力 加 
吉 測 定 惑星 VADER| (津山 工業 
高等 専門 学校 三 初出 場 ) が 選ば 
れ ま し た 。 


設計 大 賞 に 選ば れ た [宇宙 ほたる 」 の 機体 模型 


間 環 還 ー ン | 
mMN 
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期 に 打ち 上 げ 予 定 の 超 高 
ンタ ーネット 衛星 (WINDS) 
| の 愛称 が 「 き ず な 」 に 決ま り ま し 

た 。JAXA と 情報 通信 研究 機構 
(NICT) が 今年 6 一 8 月 に か け て 
役 公募 を 行い 、 ホ ー ム ペー ジ や 
は が き な ど で 寄せ られ た 応募 
9657 件 の 中 か ら も っ と も 多い 452 
名 の 支持 を 得 て 、 愛 称 に 選定 され 
| た も の で す 。 多 く の 人 が 、 選 定理 
| 由 に 「 人 と 人 を つなぐ " 絆 "に な っ 
て ほし い 」| と いう 強い 期待 感 を 表 
明 し て お り 、WINDS の ミッ ショ ン 
内 容 に も 合致 し た た め 、 こ の 名 前 
に 決ま り ま し た 。10 月 末 に 次 濾 
か ら 種 子 島 へ 輸送 され た WINDS 
は 、 現 在 、 種 子 島 宇宙 セン ター 
で 射場 試験 を 行っ て いま す 。 


種子 島 へ 運ば れ た WINDS 


_ 沿 党 [yeEnml 症 濁 
S 聞 可 ミ シー ぐさ 磁 各 


日 ロコ INI 


NOITY 


A 人 六 A 


大 人 気 の 真 空 実験 ( 左 ) と 宇宙 服 の 撮影 コー ナー( 右 ) 
INFODRIMATIOIN = 


で さ H ラ テテ ラ テキ ティ 

2 肥 宇 由 セン タ ー 
特別 公開 ー 
400 名 が 来場 

20 日 、 筑波 宇宙 セン ター の 
宙 の 日 | 特別 公開 を 行い まし 
た 。| 夢 が 現実 に 一 つく ば で 宇 
宙 を 知 ろ う 一 | を テー マ に 、 今年 


1 。 ガ 


も 施設 公開 や 講演 会 、 水 ロケ ッ ト “ ー ァ 
教室 な ど さ ま ざま な イベ ント が 行 し 撮 真 訪 3 3 も た か う 生 習 学 ア の 星 2 ス 、 ぁ 
NAS0RWiile た 影 閥 れ 日 7 6 ちら 参 注 生涯 こ 展 0 開 ま フ ブフ 笠 
し た 。 会 場 に は 山崎 宇宙 飛行 二 「 義 J は 02 手 年史 召 や < と を く 7 ま 1) た っ 還 
も 中 に 束 け つけ た 人 か 、 下 ナ の A 秋 名 と 是 2 人 の 引 る 年 行 や こ ぇ 6 人 ヘス 呈 
ic こ 今年 春 か が 実 人 何人 本 っ 発 ま べ 奄 発 4( 則 い の ^ た 日 び テ 生 
設置 され て いる H-I ロ ケッ ト 実 終 や 展 ど が る の で ン 欲 表 介 し 和 多 展 を ま 5 ピ イ 涯 5 
還 還 お 0D 岩 守 作 夫 来 で 先 広 で 高 場 の れ た や 褒 計 財 アバ 生 
付け られ 、 より 了 場 語 の ある 展 わ 是 1 さて し 。 提 らち や た 委 る っ チョ マリ ノル 子 
示 が 注目 を 集め て いま し た 。 て の る ス 視 * 正 名 重子 う 條 で 国 を た 服 周 ア 剛 岡 習 
い 記 計 祭 11 間 つの ど と し / 生 びな 回 岡山 

ま 念 は に 月 で て 人 も いて 学 涯 ビ ど 衛 山 市 日 

L_ 

INFORMIATION5 ( 0 

ナナ エ キス ヽ さ 
種子 島 宇宙 セン ター で 出 
NN SS 
か ぐ や 命名 の 展 


認定 証 を 授与 


グ H- IA ロケ ッ ト 13 号 機 打 
げ 当 日 の 9 月 14 日 、 種 子 島 宇 
宙 セ ンタ ー で 、 月 周回 衛星 「 か ぐ 
や ] の 名 付け 親 と な っ た 志村 夏海 
さん へ 認定 証 が 授与 され まし た 。 
ーー 志村 さん は 、 愛称 募集 の 際 に 「 か 
則 0 ビ ンタ ー 。。 で | を 提 宗 し た 人 の 中 か ら 抽 フ 
HHT ロ ケッ ト で 選ば れ 、 NE さ N 
と 共に 種子 島 の 打ち 上 げに 招待 
れ ま し た 。 間宮 殴 ・JAXA 量 1 
長 か ら 手渡 され た 認定 証 を 胸 に 
[初め て ロケ ッ ト 打 ち 上 ば げ を 自分 の 
目 で 見 て 、 カ メラ を 通し て 見 る の 
と は ぜん ぜん 違う の に 感動 し まし 
た 」| と コメ ント 。 その 喜び を 味 わ 
っ て いま し た 。 


4 l Ss] 
JA 認定 証 を 手 に 間宮 副 理事 長 と 記念 撮影 する 志村 さん 
4 誌 
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JAXA タ ウン ミー ティ ング 


信 障 g 【 】 1 1 | 【】 $ も 
20 回 目 を 迎え た JAXA タ ウン ミー ティ ング 
市 民 の 皆さま と JAXA 職 員 が 膝 を まじ え の 意見 交換 を させ て いた だ いた こと は 、 
て 語り 合う [JAXA タウ ン ミ ー テ ィング | JAXA に と っ て も 大 き な 財 産 と な っ て い 
は 、 土 井 隆 雄 宇宙 飛行 士 ら が 参加 し た ます 。 
2004 年 5 月 29 日 の 宮崎 県 都城 市 に 始ま 宇宙 ・ 航 空 分 野 で の 夢 と 現実 の 両方 に 視 


11 月 10 日 に 、 い わき 産業 創造 館 (福島 県 いわ り 、07 年 11 月 18 日 の 沖縄 県 那覇 市 で の 点 を 置き な が ら の 実り 多い 意見 交換 の 場 
き 市 ) で 開催 され た 第 19 回 JAXA タ ウン ミー 開催 で 第 20 回 目 を 迎え まし た 。 共催 の 地 を 、 今 後 と も る 続け て いき た いと 考え て い 
ティ ング に は 、 立 川 敬二 理事 長 と 的 川 泰 宣 に 桂 条 中 る な た ど に 

宇宙 教育 セン ター 長 が 登壇 し 、 来場 の 方 々 と 元 自 治 体 や 教育 委員 会 な どの 団体 の ご 協 ES で 7e 

意見 を 交わ し まし た 力 の も と 、 こ れ ま で に 多数 の 方 々 と 直接 


これ まで の 開催 地 

第 20 回 沖縄 県 那覇 市 (2007/11/18 三重 県 四日市 市 (2006/11/12) 
第 19 回 福島 県 いわ き 市 (2007/11/10 茨城 県 日 立 市 (2006/10/28) 
第 18 回 鳥取 県 鳥取 市 (2007/10/28 大 阪 府 堺 市 (2006/10/14) 
第 17 回 京都 府 木津 川 市 (2007/10/20 岩手 県 奥州 市 (2006/8/26) 
第 16 回 神奈 川 県 座間 市 (2007/7/28) 佐賀 県 多久 市 (2006/6/25) 
第 15 回 富山 県 滑川 市 (2007/7/8) 北海 道 帯 広 市 (2005/8/28) 
第 14 回 北海 道 釧路 市 (2007/6/23) 石川 県 金沢 市 (2005/5/8) 

第 13 回 広島 県 呉 市 (2007/3/17) 東京 都 文 京 区 (2004/12/12) 
第 12 回 愛知 県 武豊 町 (2007/3/4) 群馬 県 前 橋 市 (2004/9/19) 
第 11 回 静岡 県 磐田 市 (2006/11/25) 宮崎 県 都城 市 (2004/5/29) 


※ 背 景 の 地図 画像 は 、「 だ いち 」 の 観測 画 
像 な ど を 加工 し た も の で す 。 


鹿児島 県 肝付 町 

新潟 県 新潟 市 

徳島 県 阿南 市 

詳細 は JAXA ウ ェ ブ サイ ト で ご 確認 くだ さい 。 
http://www.jaxa.jp/townmeeting/ 
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